
【表紙】
 
【提出書類】 半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2026年11月４日

【中間会計期間】 第65期中（自　2026年３月21日　至　2026年９月20日）

【会社名】 株式会社　セキド

【英訳名】 SEKIDO CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　関戸正実

【本店の所在の場所】 東京都新宿区西新宿三丁目７番１号

【電話番号】 ０３－６３００－６１０３（代表）

【事務連絡者氏名】 執行役員経理部長　関戸弘志

【最寄りの連絡場所】 東京都新宿区西新宿三丁目７番１号

【電話番号】 ０３－６３００－６１０３（代表）

【事務連絡者氏名】 執行役員経理部長　関戸弘志

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

株式会社　セキド(E03160)

半期報告書

 1/23



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第64期

中間会計期間
第65期

中間会計期間
第64期

会計期間

自2025年
３月21日
至2025年
９月20日

自2026年
３月21日
至2026年
９月20日

自2025年
３月21日
至2026年
３月20日

売上高 （千円） 2,837,195 2,196,381 5,758,138

経常損失（△） （千円） △282,996 △464,281 △794,705

中間（当期）純損失（△） （千円） △293,557 △479,710 △1,141,155

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 405,866 47,266 10,000

発行済株式総数 （千株） 2,950 3,341 3,167

純資産額 （千円） 744,046 △321,128 45,134

総資産額 （千円） 5,104,524 3,719,389 4,389,043

１株当たり中間（当期）純損失

（△）
（円） △120.40 △148.58 △414.63

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 14.5 △8.7 0.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △257,362 △506,674 △155,108

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △26,319 △30,789 △382,512

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 732,607 43,328 723,385

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 953,124 195,843 689,991

（注）１．第64期中間会計期間、第65期中間会計期間及び第64期の潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益につい

ては、潜在株式は存在するものの、１株当たり中間（当期）純損失であるため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

　当中間会計期間におけるわが国の経済は、長引く国際紛争や物価高騰など、個人消費や企業業績への影響が懸念

される状況が続いております。

　当業界においては、金相場が、地政学的リスクや金融市場の動向等を背景に高値圏で推移し、国内の金価格も高

水準で推移しました。こうした金価格の高騰を背景に、金・貴金属の買取需要は堅調に推移するなど、当社を取り

巻く事業環境にも影響を及ぼしました。また、円安によるインバウンド需要など好調な部分もありますが、全体と

しては、国際紛争の影響が石油価格を押上げ、物価上昇を引き起こしており、消費に影を落としております。

　このような環境下、当社は、主力事業のファッション事業と美容事業による成長戦略に取組んでおります。

　ファッション事業（店舗運営事業）においては、輸入ブランド専門店『GINZA LoveLove』では、プッシュ型自社

アプリ、Googleビジネスプロフィール、WEBチラシ等によるデジタルチャネルを活用することで、顧客接点の最大化

や情報接触頻度の向上を図っております。商品戦略では、好調な貴金属商品の販売に努めるとともに、在庫につい

ては売れ筋商品を見極めて圧縮を図り、商品効率の更なる向上に努めております。

　韓国コスメのセレクトショップ『&choa!』では、商品戦略として、アウトレット商材を導入し収益性の向上とと

もに国内コスメブランドも新規導入し、ＭＺ世代（25歳前後～45歳前後）をターゲットにした新規ブランドを展開

しております。また、新たな収益の柱として、現在急成長を遂げているウェルネス市場の中核を担うインナー

ビューティ商材を導入しております。お客様の日常生活に深く根付くことで、安定したリピート購入を生み出す商

材と期待しております。

　美容事業においては、自社ブランドである、20代から30代の働く女性に向けたオリジナルトータルケアブランド

「hada to kokoro（肌と心）」の展開を本格スタートしております。韓国コスメの最新トレンドと、日本の若い女

性のスキンケア意識を店舗での販売を通して培ってきたマーケティング力を生かして、メイドインジャパンの高い

品質感で日本人の肌に合った製品をカタチにし、JO1河野純喜氏をブランドアンバサダーに迎えさらなる認知の拡大

と顧客接点の強化を図っております。今後は、通常販売に加え、インバウンド需要に対する施策やアジア圏への輸

出も視野に、拡大を目指しております。

　一方、輸入総代理店事業については、現在、複数の韓国コスメブランドの輸入総代理店を担っており、それぞれ

の輸入先企業の日本国内でのブランディング戦略がシェア拡大に重要と考えており、新たなブランドにも積極的に

取り組んでまいります。

　これらの結果、当中間会計期間の経営成績は、売上高は美容事業の前事業年度から続く終了ブランドの消化作業

の影響で自社ブランド及び新規ブランドの立上りに遅れがあり、売上高は2,196百万円（前年同期比22.6％減）とな

りました。また、利益面では、売上高の不足分と自社ブランドのブランディング費用が先行したことなどにより営

業損失は437百万円（前年同期は244百万円の営業損失）、経常損失は464百万円（前年同期は282百万円の経常損

失）、中間純損失は479百万円（前年同期は293百万円の中間純損失）となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

［ファッション事業］

　ファッション事業においては、輸入ブランド専門店『GINZA LoveLove』10店舗と韓国コスメのセレクトショッ

プ『&choa!』を前期末に１店舗出店し19店舗としております。『GINZA LoveLove』では商品戦略として、好調な

中低価格帯の商材の品揃えを強化し、『&choa!』ではアウトレット商材と国内コスメブランドの品揃えを追加す

るなど、お客様が、買い物をしやすく、リピートにつながるよう努めました。これらの結果、売上高は1,683百万

円（前年同期比6.8％減）となりましたが、利益面では、原価高とコスト高の影響でセグメント損失は99百万円

（前年同期は26百万円のセグメント損失）となりました。

［美容事業］

　美容事業においては、前年に続き終了ブランドの消化と自社ブランド及び新規総代理店ブランドの導入に注力

いたしました。特に自社ブランドのブランディングは今後の業績につながることを踏まえ、手間と必要なコスト

を投入しております。これらの結果、売上高は359百万円（前年同期比60.4％減）、セグメント損失は145百万円

（前年同期は８百万円のセグメント損失）となりました。

［賃貸部門］
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　賃貸部門では、売上高は17百万円（前年同期比０％増）、セグメント利益は15百万円（前年同期比0.6％減）と

なりました。

［外商部門］

　外商部門では、売上高は134百万円（前年同期比31.2％増）、セグメント利益は13百万円（前年同期比48.1％

増）となりました。

 

(2）財政状態の状況

　当中間会計期間末の資産につきましては、総資産は3,719百万円となり、前事業年度末に比べ669百万円減少いた

しました。これは主に、美容事業での自社ブランド及び新規ブランドの立上りの遅れによる売上高の減少などによ

り現金及び預金が494百万円減少した他、滞留在庫の消化が進んだことなどにより、商品が242百万円減少したこと

などによるものであります。

　当中間会計期間末の負債につきましては、負債合計は4,040百万円となり、前事業年度末に比べ303百万円減少い

たしました。これは主に、社債による調達200百万円と償還62百万円により137百万円の増加がありましたが、支払

手形及び買掛金が135百万円、未払金が84百万円減少した他、短期借入金の返済100百万円、１年内返済予定の長期

借入金を含む長期借入金の返済54百万円などによるものであります。

　当中間会計期間末の純資産につきましては、純資産合計は△321百万円となり、前事業年度末に比べ366百万円減

少いたしました。これは主に、新株予約権の行使により資本金及び資本剰余金がそれぞれ37百万円増加した他、そ

の他有価証券評価差額金が39百万円増加しましたが、中間純損失479百万円を計上したことによるものであります。

　これらの結果、自己資本比率は△8.7％（前事業年度末は0.9％）となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、195百万円となり、前事業年度末に

比べ494百万円減少いたしました。当中間会計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において営業活動の結果使用した資金は506百万円（前年同中間期は257百万円の使用）となりま

した。主な内訳は、税引前中間純損失469百万円を計上したこと、滞留在庫の消化などにより棚卸資産が242百万円

減少しましたが、仕入債務が189百万円減少したことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において投資活動の結果使用した資金は30百万円（前年同中間期は26百万円の使用）となりまし

た。主な内訳は、投資有価証券の売却による収入11百万円と『&choa!』の新規出店などに伴う有形固定資産の取得

による支出34百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において財務活動の結果獲得した資金は43百万円（前年同中間期は732百万円の獲得）となりま

した。主な内訳は、社債の償還62百万円、短期借入金の返済100百万円、長期借入金の返済54百万円、はありまし

たが、社債により200百万円、新株予約権の行使により74百万円を調達したことなどによるものであります。

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(5）経営方針・経営戦略等

　当中間会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 

(7）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社　セキド(E03160)

半期報告書

 4/23



(8）経営成績に重要な影響を与える要因

　当中間会計期間の実店舗での小売による売上高構成比は65.4％（総額表示による売上構成比）となっており、当社

グループの主力事業のひとつであります。特にブランドファッションの『GINZA LoveLove』店舗では、比較的単価の

高い商材を取扱っていることもあり、顧客とのコミュニケーションの質と頻度を高めていくことが不可欠な商売と考

えております。お客様のニースを的確に捉え、いつ来ていただいてもご満足いただける品揃えと接客が経営成績を左

右する要因といえます。

　加えて、近年、自然災害や感染症の流行など、店舗運営事業の経営成績に影響を及ぼすリスク要因が増大してお

り、今後の小売業の店舗運営の在り方を問われているといえます。小売業はお客様あってのものです。店舗スタッフ

を通してお客様の声を聞き、安心してお買い物を楽しんでいただける場を作ることが重要であると考えております。

 

(9）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの事業活動における資金需要の主なものは、運転資金及び設備投資資金であります。

　当中間会計期間におきましては、金融機関より運転資金200百万円を調達しております。また、2025年11月18日付

取締役会決議に基づく第18回新株予約権の行使により、74百万円の調達を行っており、運転資金に充当する予定であ

ります。

　商品販売を主力事業とする当社にとって、商品在庫を効率よくコントロールすることが資金の流動性を確保するこ

とにつながるものと判断しております。

 

３【重要な契約等】

　当社は、当中間会計期間において、下記のとおり無担保普通社債を発行する決議を行っております。

社債の名称 引受先
社債の総額

（千円）
払込期日 償還日 担保内容

第６回

無担保普通社債
EVO FUND 100,000 2026年７月21日 2027年３月31日 なし

第７回

無担保普通社債
EVO FUND 100,000 2026年８月10日 2027年３月31日 なし

　また、当社は、引受先との間で、双方が有し、または今後有することとなる債権・債務を対等額で相殺するため

に、相殺予約契約を締結しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 11,800,000

計 11,800,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在
発行数（株）

（2026年９月20日）

提出日現在発行数
（株）

（2026年11月４日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 3,341,728 3,348,328
東京証券取引所

スタンダード市場
単元株式数 100株

計 3,341,728 3,348,328 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

当中間会計期間において、行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に係る新株予約権が次のとおり行使さ

れております。

 
中間会計期間

（2026年３月21日から
2026年９月20日まで）

当該中間会計期間に権利行使された当該行使価額修正条項付

新株予約権付社債券等の数（個）
1,745

当該中間会計期間の権利行使に係る交付株式数（株） 174,500

当該中間会計期間の権利行使に係る平均行使価額等（円） 426

当該中間会計期間の権利行使に係る資金調達額（千円） 74,387

当該中間会計期間の末日における権利行使された当該行使価

額修正条項付新株予約権付社債券等の数の累計（個）
1,745

当該中間会計期間の末日における当該行使価額修正条項付新

株予約権付社債券等に係る累計の交付株式数（株）
174,500

当該中間会計期間の末日における当該行使価額修正条項付新

株予約権付社債券等に係る累計の平均行使価額等（円）
426

当該中間会計期間の末日における当該行使価額修正条項付新

株予約権付社債券等に係る累計の資金調達額（千円）
74,387

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2026年３月21日～

2026年９月20日（注）
174,500 3,341,728 37,266 47,266 37,266 682,403

 
（注）発行済株式総数、資本金及び資本準備金の増加については、新株予約権の行使によるものであります。
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（５）【大株主の状況】

  2026年９月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

有限会社関戸興産 東京都八王子市散田町３丁目34番３号 300 8.98

BNP PARIBAS LONDON BRANCH

（常任代理人）香港上海銀行東

京支店

10 HAREWOOD AVENUE LONDON NW1 6AA

（東京都中央区日本橋３－１１－１）
201 6.04

関戸　正実 東京都新宿区 198 5.93

都田　幸男 千葉県習志野市 60 1.82

関戸　薫子 東京都八王子市 51 1.55

セキド従業員持株会
東京都新宿区西新宿３丁目７－１

新宿パークタワー
44 1.33

セキド役員持株会
東京都新宿区西新宿３丁目７－１

新宿パークタワー
33 1.00

楽天証券株式会社 東京都港区南青山２丁目６番21号 24 0.73

西村　英子 滋賀県大津市 18 0.53

宝天大同 神戸市北区山田町下谷上字蓑の谷３－１ 17 0.50

計 － 950 28.46
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2026年９月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 3,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,332,100 33,321 －

単元未満株式 普通株式 6,028 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  3,341,728 － －

総株主の議決権  － 33,321 －

 

②【自己株式等】

    2026年９月20日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合
（％）

株式会社セキド
東京都新宿区西新

宿三丁目７番１号
3,600 － 3,600 0.10

計 － 3,600 － 3,600 0.10

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について
　当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、財務諸表等規則第１

編及び第３編の規定により第１種中間財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（2026年３月21日から2026年９月20日

まで）に係る中間財務諸表について、監査法人 Bloom による期中レビューを受けております。

 

３．中間連結財務諸表について
　「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年10月大蔵省令第28号）第95条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいものとして、

中間連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　　   0.7％

売上高基準　　　   0.0％

利益基準　　　　   0.0％

利益剰余金基準　   0.0％
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１【中間財務諸表】

（１）【中間貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（2026年３月20日）
当中間会計期間
（2026年９月20日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,018,991 524,843

売掛金 240,514 232,210

商品 1,935,773 1,692,870

預け金 121,445 116,032

その他 96,158 131,285

貸倒引当金 △2,538 △2,497

流動資産合計 3,410,344 2,694,744

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 15,048 14,541

工具、器具及び備品（純額） 12,527 10,926

土地 429,273 429,273

有形固定資産合計 456,848 454,741

無形固定資産   

ソフトウエア － 237

無形固定資産合計 － 237

投資その他の資産   

投資有価証券 163,673 207,024

関係会社株式 15,000 15,000

差入保証金 342,213 345,597

その他 963 2,043

投資その他の資産合計 521,849 569,665

固定資産合計 978,698 1,024,644

資産合計 4,389,043 3,719,389
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  （単位：千円）

 
前事業年度

（2026年３月20日）
当中間会計期間
（2026年９月20日）

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 476,484 341,060

短期借入金 2,453,300 2,353,300

１年内償還予定の社債 70,000 242,500

１年内返済予定の長期借入金 116,568 112,161

リース債務 2,369 2,253

未払金 242,523 158,228

未払法人税等 18,420 9,200

預り金 23,303 30,281

契約負債 25,436 23,770

資産除去債務 38,812 45,362

株主優待引当金 64,538 29,387

店舗閉鎖損失引当金 26,821 26,821

その他 74,140 40,405

流動負債合計 3,632,719 3,414,733

固定負債   

社債 115,000 80,000

長期借入金 204,535 154,039

リース債務 1,608 543

繰延税金負債 15,864 25,627

退職給付引当金 79,681 79,162

役員退職慰労引当金 109,800 109,800

資産除去債務 119,897 120,663

長期預り保証金 29,980 29,980

長期未払金 34,821 25,968

固定負債合計 711,189 625,784

負債合計 4,343,908 4,040,517

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,000 47,266

資本剰余金 1,423,012 1,460,278

利益剰余金 △1,490,439 △1,970,150

自己株式 △5,083 △5,083

株主資本合計 △62,511 △467,689

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 103,841 142,901

評価・換算差額等合計 103,841 142,901

新株予約権 3,804 3,659

純資産合計 45,134 △321,128

負債純資産合計 4,389,043 3,719,389
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（２）【中間損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

（自　2025年３月21日
至　2025年９月20日）

当中間会計期間
（自　2026年３月21日
至　2026年９月20日）

売上高 2,837,195 2,196,381

売上原価 2,077,380 1,655,494

売上総利益 759,815 540,886

販売費及び一般管理費 ※ 1,003,926 ※ 978,247

営業損失（△） △244,110 △437,361

営業外収益   

受取利息 263 1,448

受取配当金 2,438 2,750

投資有価証券売却益 － 5,841

その他 4,343 283

営業外収益合計 7,045 10,323

営業外費用   

支払利息 29,314 32,296

社債利息 857 942

新株予約権発行費 12,907 365

その他 2,852 3,640

営業外費用合計 45,931 37,244

経常損失（△） △282,996 △464,281

特別損失   

減損損失 － 4,937

特別損失合計 － 4,937

税引前中間純損失（△） △282,996 △469,219

法人税、住民税及び事業税 8,946 10,491

法人税等調整額 1,615 －

法人税等合計 10,561 10,491

中間純損失（△） △293,557 △479,710
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（３）【中間キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

（自　2025年３月21日
至　2025年９月20日）

当中間会計期間
（自　2026年３月21日
至　2026年９月20日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純損失（△） △282,996 △469,219

減価償却費 29,843 2,386

減損損失 － 4,937

株主優待引当金の増減額（△は減少） － △35,151

投資有価証券売却損益（△は益） － △5,841

貸倒引当金の増減額（△は減少） 85 △40

受取利息及び受取配当金 △2,701 △4,198

支払利息及び社債利息 30,171 33,238

売上債権の増減額（△は増加） △25,965 6,637

棚卸資産の増減額（△は増加） 185,990 242,903

仕入債務の増減額（△は減少） △4,576 △189,167

その他 △149,686 △44,532

小計 △219,835 △458,048

利息及び配当金の受取額 2,871 4,059

利息の支払額 △30,108 △32,974

法人税等の支払額 △10,289 △19,711

営業活動によるキャッシュ・フロー △257,362 △506,674

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △35,097 △34,590

投資有価証券の売却による収入 － 11,313

差入保証金の差入による支出 △1,956 △3,886

差入保証金の回収による収入 14,085 －

資産除去債務の履行による支出 △3,117 △2,226

その他 △234 △1,400

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,319 △30,789

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 62,663 △100,000

長期借入金の返済による支出 △74,944 △54,903

社債の発行による収入 － 200,000

社債の償還による支出 △35,000 △62,500

新株予約権の発行による収入 699 －

新株予約権の行使による株式の発行による収入 791,030 74,022

配当金の支払額 △1,039 △128

その他 △10,802 △13,162

財務活動によるキャッシュ・フロー 732,607 43,328

現金及び現金同等物に係る換算差額 32 △12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 448,958 △494,147

現金及び現金同等物の期首残高 504,166 689,991

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 953,124 ※ 195,843
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　当社は、美容事業の主力ブランド終了による売上高の減少により、前事業年度まで２期連続の営業損失、経常損

失、当期純損失並びに営業キャッシュ・フローのマイナスを計上いたしました。また、一部の取引先金融機関と締

結する「譲渡担保権設定契約書」に係る財務制限条項に抵触しておりますことに加え、2026年９月20日現在におい

て債務超過にあることから、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。

　当社は、当該状況を解消するために下記のとおり対応しております。

 

(1) 事業基盤の強化

　当社は、主力事業である美容事業において、韓国コスメブランドの輸入総代理店を担うことで、ここまで順調に

業績を伸ばしてまいりました。しかし、輸入総代理店契約条件や契約の解除等のリスクもあるため、複数のブラン

ド、ジャンルの商品に取組んでゆくことも必要です。現在は、昨年から取り組んで手応えのあった新たな商材であ

る美顔器などのディバイス分野と自社ブランドコスメを営業力強化の二つの軸としております。事業の進捗に遅れ

はあるものの、自社ブランド『hada to kokoro（肌と心）』、輸入総代理店部門でのディバイス分野においてアン

バサダー起用によるブランディング戦略の展開を行うなど、販促施策を強化し知名度アップと取扱店舗の増強を

図っております。

　また、ファッション事業（店舗運営事業）においては、ファッションブランド商品の『GINZA LoveLove』とコス

メの『&choa!』による不採算店舗の閉鎖を含む店舗戦略の最適化を図っております。

 

(2) 財務基盤の安定化

　前事業年度において、第15回乃至第17回新株予約権を６月に、また、第18回及び第19回新株予約権を12月に発行

し、９億円超の調達を行ったことで、厳しい業績の中でも最低限の資金と純資産を維持してまいりましたが、当事

業年度に入り、新株予約権の行使が停滞気味で推移しております。

　今後、上記の営業力強化施策を確実に推進してゆくためには、財務の安定化は欠かせません。現在、主力行を中

心とするお取引金融機関との協議により、返済条件の変更によるご支援をいただきつつ、早期の業績回復と債務超

過解消のための調達施策を検討中でございます。

　また、金融機関との融資の状況において、一部の取引先金融機関と締結する「譲渡担保権設定契約書」に係る財

務制限条項への抵触に関しても、上記、営業力強化施策と財務安定化施策を確実に進めることを前提にお取引先金

融機関に、ご理解と引き続きご支援をいただける旨を確認しております。

 

　以上のとおり、現在、当社は事業基盤の強化に向けた様々な施策と財務基盤の安定化のための施策を行うことで

業績の改善と安定した資金の確保を図る途上にありますが、事業基盤の強化施策及び財務基盤の安定化の実現可能

性は、特に新規商材については、当社を取り巻く経済環境をはじめ、様々な要因による影響を受けることになりま

す。また、市場からの資金調達は需給関係やタイミングの点で必ずしも目指していた結果が得られるとは限らず、

新たな調達施策についても同様であることから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が存在するも

のと認識しております。

 

　なお、財務諸表は継続企業を前提として作成しており、重要な疑義の影響は財務諸表に反映しておりません。
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（中間貸借対照表関係）

※　期末日満期手形

　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、前事業年度の末日が

金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が前事業年度末残高に含まれております。

 
前事業年度

（2026年３月20日）
当中間会計期間
（2026年９月20日）

支払手形 1,520千円 －千円

 

（中間損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自 2025年３月21日
至 2025年９月20日）

当中間会計期間
（自 2026年３月21日
至 2026年９月20日）

広告宣伝費 84,430千円 110,372千円

販売手数料 61,939 63,206

運送費及び保管費 91,589 60,614

給料及び手当 259,925 258,635

退職給付費用 2,431 2,508

減価償却費 29,843 2,386

地代家賃 199,098 179,806

貸倒引当金繰入額 85 △40

 

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間会計期間

（自　2025年３月21日
至　2025年９月20日）

当中間会計期間
（自　2026年３月21日
至　2026年９月20日）

現金及び預金勘定 953,124千円 524,843千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － △329,000

現金及び現金同等物 953,124 195,843
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間会計期間(自2025年３月21日　至2025年９月20日)

１．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　該当事項はありません。

 

(2) 基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力が当中間会計期間末後となるもの

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2025年５月23日開催の取締役会において、EVO FUNDを割当先とする第15回乃至第17回新株予約権（以下、

「本新株予約権」という。）を発行することを決議し、2025年６月９日付で新株予約権買取契約を締結し、同日付で

発行価額の総額の払込を受けました。また、2025年６月16日より2025年８月14日までの期間に本新株予約権の行使が

全て完了いたしました。この結果、当中間会計期間において資本金が395,866千円、資本剰余金が395,866千円増加

し、当中間会計期間末において資本金が405,866千円、資本剰余金が1,423,012千円となっております。

 

Ⅱ　当中間会計期間(自2026年３月21日　至2026年９月20日)

１．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　該当事項はありません。

 

(2) 基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力が当中間会計期間末後となるもの

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2025年11月18日開催の取締役会の決議により発行した、EVO FUNDを割当先とする第18回及び第19回新株予

約権の行使により、当中間会計期間において資本金が37,266千円、資本剰余金が37,266千円増加し、当中間会計期間

末において資本金が47,266千円、資本剰余金が1,460,278千円となっております。

 

（持分法損益等）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自2025年３月21日 至2025年９月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

合計
 

ファッショ
ン

美容 賃貸部門 外商部門 計

売上高        

顧客との契約から生じる収

益
1,807,562 909,162 － 102,770 2,819,495 － 2,819,495

その他の収益 － － 17,700 － 17,700 － 17,700

外部顧客への売上高 1,807,562 909,162 17,700 102,770 2,837,195 － 2,837,195

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 1,807,562 909,162 17,700 102,770 2,837,195 － 2,837,195

セグメント利益又は損失

（△）
△26,270 △8,760 15,359 8,897 △10,774 △272,222 △282,996

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△272,222千円は、報告セグメントに帰属しない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、中間損益計算書の経常損失としております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当中間会計期間（自2026年３月21日 至2026年９月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

合計
 

ファッショ
ン

美容 賃貸部門 外商部門 計

売上高        

顧客との契約から生じる収

益
1,683,894 359,979 － 134,806 2,178,681 － 2,178,681

その他の収益 － － 17,700 － 17,700 － 17,700

外部顧客への売上高 1,683,894 359,979 17,700 134,806 2,196,381 － 2,196,381

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 1,683,894 359,979 17,700 134,806 2,196,381 － 2,196,381

セグメント利益又は損失

（△）
△99,943 △145,305 15,271 13,177 △216,800 △247,481 △464,281

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△247,481千円は、報告セグメントに帰属しない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、中間損益計算書の経常損失としております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　「ファッション」セグメントにおいて、当中間会計期間末に減損損失4,937千円を計上しております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純損失（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　2025年３月21日
至　2025年９月20日）

当中間会計期間
（自　2026年３月21日
至　2026年９月20日）

１株当たり中間純損失（△） △120円40銭 △148円58銭

（算定上の基礎）   

中間純損失（△）（千円） △293,557 △479,710

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純損失（△）（千円） △293,557 △479,710

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,438 3,228

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり中間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、

前事業年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）当中間会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり中間

純損失であるため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2026年11月４日

株式会社セキド

取締役会　御中

 

監査法人Bloom

東京都千代田区

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中 塚　　 亨

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大 辻　隼 人

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社セキド

の2026年３月21日から2027年３月20日までの第65期事業年度の中間会計期間（2026年３月21日から2026年９月20日まで）

に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間キャッシュ・フロー計算書及び注記について期

中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠して、株式会社セキドの2026年９月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間の

経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されてい

る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定

を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人

は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

継続企業の前提に関する重要な不確実性

　継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は継続的に営業損失及び営業キャッシュ・フローのマイナ

スを計上し、2026年9月20日現在において債務超過の状況にあることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるよ

うな事象又は状況が存在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該事象又

は状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。中間財務諸表は継続

企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は中間財務諸表に反映されていない。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

中間財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する

必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間財務諸

表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、

継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間財務諸表の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に対し

て限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手し

た証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠していないと

信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並

びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評

価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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